
昭和2l年日月13日第3種郵便物認可 一

国

八
医
療
費
六
倍
に
ふ
え
る

V

市
の
国
民
健
康
保
険
に
は
、
市
民

の
四
四
軒
に
あ
た
る
二
万

一
千
人
が

加
入
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

医
療
の
進
歩
、
薬
価
の
改
訂
、
給

付
率
の
引
き
上
げ
な
ど
に
よ
り
、
医

師
に
か
か
る
回
数
、
一
回
あ
た
り
の

費
用
も
左
表
の
よ
う
に
年
々
ふ
え
て

き
て
お
り
ま
す
。
乙
れ
に
と
も
な
い

医
療
費
も
ふ
え
て
い
る
わ
け
で
す
が

こ
こ
で
加
入
者
一
人
あ
た
り
の
医
療

費
を
く
ら
べ
て
み
ま
す
と
、
昭
和
お

年
二
千
三
百
二
十
四
円
だ
っ
た
も
の

が
、
刊
年

て
刀
四
千
四
百
五
十
円
と

実
に
六

・
三
倍
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
位
年
に
く
ら
べ
て
も
ニ

orも

増
加
し
て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
が
病
気
や
け
が
を
し
た
と

き
、
安
い
お
金
で
い
つ
で
も
安
心
し

て
病
院
に
か
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
国
民
健
康
保
険
事
業
発
展
の
た

め
、
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ど
協
刀

を
お
願
い
し
ま
す
。
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生

亡

例

出

死

婚
園盟盟

補
正

予

算
ノ、

G
川
定
例
市
議
会
は
、

2
日
ひ
ら

か
れ
、
ま
ず
市
長
か
ら
昭
和
村
年
度

一
般
人
公
社
補
医
予
算
な
ど
五
議
案
の

民
築
斑
由
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
つ

い
で
一
般
質
問
が
あ
り
、
慎
重
審
議

の
結
巣
、
五
議
案
は
原
案
ど
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
あ
と
市
議
会

委
員
会
条
例
の

一
部
改
正
す
る
条

例
が
原
案

ど
お
り
可

決
、
ま
た

東
部
衛
生

処
盟
組
合

議
員
の
補

欠
選
挙
で

は
、
後
藤

広
作
、
吉

井
正
男
の

各
議
員
が

選
出
さ
れ

ま
し
た
。

税
率
引
き
上
げ
ら
れ
る

八
税

率

V

保
険
税
の
税
率
は
こ
と
し
か
ら
次

の
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
G

マ
所
得
割
H
H
百
分
の
二

・
九
二
(
改

正
前
二

・
四
)

マ
資
産
割
日
百
分
の
二
四

・
五
戸
同

一
凶

・
六
)

マ
被
保
険
者
均
等
割
日

一
人
あ
た
り

千
五
百
六
十
円
(
同
九
百
六
十
円
)

マ
此
惜
別
平
等
割
H

一
世
帯
あ
た
り

二
千
五
百
二
十
円
(
同
一
千
五
百

六
十
円
)

八
保
険
杭
の
計
算
例

V

営
業
所
得
百
万
円
、
四
人
世
市
で

同
定
資
産
税

一
万
円
あ
る
商
家
の
保

険
税
を
計
算
し
て
み
ま
す
と
、
左
表

の
よ
う
に
三
万
六
千
九
百
六
円
と
な

4.34 

4.82 

例

所

昭和44年度の国民健康保険税は
7月から納めていただくことにな
ります。みなさんど存じのように

国保事業会計は、医療給付などの

増加などにより、運営が苦しく、

昨年度は、ゃく 2千万IJJの赤字が
見込まれて

います。乙

のため、44
年度はやむ

を得ず保険

税を引き上

げる乙とに

なりました

が、次に保

険税がどの

ように引き

上げになっ

たかおしら

せします。500，000 

120.000 

11①民業所得50万円、
11 世帯員5人のj芸家の

計算例 11 '，11'算例

43年度 144年 度 11 43年度 I44年度
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2.4%1 

9，3601 
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算
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①営業所得100万円、
世帯員4人の閥家の

1 .000，000 

2，467 

2，901 

の

110.000 

890，000! 

2.4%1 

21，3601 

9，438 

11，897 

14，450 

税

15 

20 

険

25 

保

営業所得

基礎控除額

課 税 標準

税 率

算出税額

分

195，691 

244，030 

293，238 

灰

42 

43 

り
ま
す
口
こ
の
税
金
を
前
年
と
兆
一
戦

し
ま
す
と
、
八
千
六
百
八
十
六
円
多

く
な
り
、
ゃ
く
三

O
折
ふ
え
て
い
ま

す
。ま
た
同
じ
よ
う
に
五
十
万
円
の
農

業
所
得
が
あ
り
、
五
人
世
帯
、
固
定

資
産
税
五
千
円
の
農
家
の
保
険
税
は

二
万
二
千
六
百
四
十

一
円
と
な
り
ま

す
。
前
年
に
く
ら
べ
る
と
六
千
百
九

十
一
円
、
ゃ
く
三
七
析
の
ア
ッ
プ
と

な
り
ま
す
。

八
保
険
税
の
納
期
V

マ
第
一
期
日
7
月
引
日

マ
第
二
期

リ

9
月
初
日

マ
第
三
期
日
ロ
月
1

日

マ
第
四
期
日

2
月
末
日
で
す
。

国
保

加
申入

必Z芳
ずた 1.... 
届よ暴
けき Ef12は刀

い
ま
ま
で
、
魚
津
市
の
国
民
健
康
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得

割

額

;;jill 
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額

標

税

税

出
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税

算

資
産
割
額

5，000 

24.5% 

5，000 

14.6% 

10，000 

14.6% 

1.225 

9601'1 x 5人 11. 560円:<5人
4，8001 7，800 

1，560 2.520 
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額 l

1，460 
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世帯別平等制傾
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H
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門
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円
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円
ノ
』税年

くき市民を 加 まて 吉 険いつへれ 4保
だをの保し人せもが税。て新た月険

ハ
保
険国

被
保
た
い
祭
を
て
窓

区 分 I 43年度 I44年度
円

所得 害リ 額

資 産 :gU 額
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960円x2人 156D3円，×122人0 
，920 

世帯別平等割額 1，560 2，520 

年 手見 額 3，480 5，640 

①所得割、資産割のない
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な

ど

業
献

案
を

可

決

H
H
お
も
な
議
案
H

V
一
般
会
計
補
正
予
算

三
千
七
百
八
万
凶
千
円
を
追
加
し

歳
入
蹴
出
予
算
額
は
十
三
億
凶
千
百

十
万
附
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
支
出

の
お
も
な
も
の
は
次
の
と
お
り
。

民
生
償
H
老
人
対
策
貨
と
し
て
家
・
駐

事
仕
員
の
設
程
、
老
人
健
康
診
断
員

の
委
託
料
、
児
童
福
祉
法
に
よ
る
抗

置
費
な
ど
七
百
八
十
八
万
円
。

衛
生
費
H
川
を
美
し
く
す
る
運
動
推

進
費
な
ど
五
十
四
万
円
。

山
一
以
林
水
産
業
費
H
坪
野
農
免
道
路
延

長
千
七
百
二
十
二

M
の
整
備
に
一
千

五
百
万
円
、
公
社
造
林
作
業
道
開

設
、
小
規
模
治
山
事
業
に
二
百
三
十

万
円
な
ど
。

土
木
費
H
火
災
復
興
事
業
の
精
算
金

の
収
納
徴
収
が
五
か
年
に
わ
た
っ
て

行
な
わ
れ
ま
す
が
、
本
年
度
分
の
精

算
交
付
金
一
千
五
十
八
万
円
な
ど
。

教
育
費
H
盟
没
林
博
物
館
改
築
工
事

郷

土

を

電函麗謹能書醤

日
本
脳
炎
予
防
接
種

生
後
六
か
月
以
上
の
市
民
を

対
象
に
日
本
脳
炎
予
防
接
種
を

行
な
い
ま
す
。
と
く
に
乳
幼
児

や
老
人
が
抵
抗
力
が
な
く
、
日

本
脳
炎
に
か
か
り
ゃ
す
い
の
で

ぜ
ひ
接
種
を
受
け
ま
し
ょ

う
。

は
じ
め
て
受
け
る
人
は
二
回
、

毎
年
受
け
て
い
る
人
は

一
回
受

け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

料
金
は
、

一
回
に
つ
き
、
生
後
六

か
月
か
ら
一
歳
ま
で
二
十
円
、
一
歳

以
上
三
歳
ま
で
六
十
円
、

三
歳
以
上

就
学
前
の
人
百
十
円
、
小
学
生
以
上

百
六
十
円
で
す
。
な
お
、
健
康
状
態

の
よ
く
な
い
人
は
、
医
師
に
ど
相
談

く
だ
さ
い
。

校

下

第

一

回

第

二

同

場

所

?
'
同
月

7
e
目
司

道

下

8
日

目

日

小

学

校

経

団

印

日

げ

日

小

学
校

加

積

叩

日

げ

日

小

学

校

片

貝

川

田

山

田

小

学

校

本

江

川

門

日

引

日

小

学

校

受
付
時
間
は
午
後

1
i
2時

子
宮
ガ
ン
の
検
診

市
で
は
、

県
成
人
病
協
会
の
協
刀

を
得
て
、
子
宮
ガ
ン
の
早
期
発
川
を

目
的
に
、
次
の
よ
う
に
集
団
検
診
を

行
な
い
ま
す
。

マ
東
山
大
久
保
森
吉
宅
前

H
7月
お

日
午
後
ロ
時
加
分
i
1
時

マ

加
積

公
民
館
前

H
7
月
お
日
午
後
1
時
加

分、
(
3時

マ
上
中
島
連
絡
所
前
日

8
月
8
日
午
後
口
時
叩
分

l
1時

マ
松
倉
連
絡
所
前
H
8
月

8
H午
後

1
時
叩
分

i
3
時

受
診
希
望
者
は

7
月
お
日
の
分
は

7
月
山
日
ま
で
、

8
月
8
日
の
分
は

7
月
引
日
ま
で
市
役
所
保
険
衛
生
諜

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

料
金
は
三
百
五
十
円
、
人
員
は
二

百
人
で
す
が
、
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
a

六
歳
朱
満
の
結

核

予

防

接

種

該
当
者
は
、
昭
和
犯
年
4
月

2
日

か
ら
刊
年
ロ
月
引
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
お
子
さ
ん
で
す
。
園
児
は
そ
の
施

設
で
按
種
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま

す。校
下

ツ
ベ
山

y
p
リ
ン

U
C
G

注

射

日

按

師

棚

7
月

7
月

加

積

辺

目

別

日

小

学

校

経

田

辺

日

凶

日

小
学
校

大

町

お

日

初

日

小

学

校

村

木

mm
日

初

日

小

学

校

本

江

却

日

引

日

公

民

館

道

下

泊
日

引

日

小

学
校

受
付
時
間
は
午
後

1
i
2
時
で
す
。

場
所

三

歳

児

検

診

該
当
者
は
昭
和
刊
年

8
月
1
日
か

ら
引
年
7
月
引
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

お
子
さ
ん
で
す
。

校

下

検

診

日

以

所

7
月

四
布
施

8
日

小

学

校

片

貝

叩

日

小

学

校

松

n

n
日

小

学

校

道

下

目

日

小
学
校

8
月

加

積

5
日

小

学

校

経

凹

7
日

小
学
校

受
付
時
間
は
午
後

l
i
2時
で
す
。

幼

児

検

診

該
当
者
は
昭
和
位
年
4
月
!
日

i

刊
年
7
月
引
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
お

子
さ
ん
で
す
。

校

下

検

診

日

場

所

8
月

天

神

4
日

小

学

校

四
布
施

6
日

小

学

校

受
付
時
間
は
午
後

1
i
2時
で
す
。

乳

児

相

談

生
後
三
か
月
か
ら

一
年
ま
で
の
亦

ち
キ
ん
を
対
象
に
乳
児
州
談
が
ひ
ら

か
れ
て
い
ま
す
。

マ
相
談
日
と
区
分

・
第

一
金
雌
日
H
生
後
一
年
の
人

・
第
二
金
限
日
H
生
後
三
か
月
の
人

.
第
三
金
限

H
H生
後
六
か
月
の
人

.
第
四
金
曜
日
リ
生
後
八
か
月
の
人

マ
時
間
と
場
所
日
午
前

9
時
か
ら
川
時

ま
で
魚
津
保
健
所
で
行
な
い
ま
す
。

7
月
は
、

4
日
、
川
目
、
旧
日
、
お

日
の
四
日
間
で
す
。

八
医
師
に
よ
る
健
康
相
談

V

毎
月
第
二
水
曜
日
に
実
施

市
で
は
、
医
師
に
よ
る
健
康
相
談

日
を
毎
月
第
二
水
曜
日
に
市
役
所
保

健
室
(
一
階
)
で
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
病
気
に
つ
い
て
の
紺
談
な
ど
気

経
る
に
と
利
用
く
だ
さ
い
。
7
月
の

相
談
日
は
は
日
で
す
。
医
師
は
青
木

先
生
で
、
時
間
は
午
後
1
時
か
ら

3

時
ま
で
で
す
。
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魚
津
市
と
下
奈
月
町
を
結
ぶ
大
幹

線
林
辺
川

X
l伯
ケ
同
線
の
建
設
工

事
が
こ
と
し
か
ら
始
め
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
、
こ
の
起
仁
式
が
、
6
月
旧
日

午
前
日
時
か
ら
農
協
会
航
で
、
関
係

者
が
集
ま
っ
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

乙
の
林
道
は
、
昭
和
初
年
ご
ろ
か

ら
奥
地
林
道
と
し
て
す
す
め
て
き
ま

し
た
別

X
線
(
魚
津
)
と
併
ケ
日
線

(
・
宇
奈
月
)
の
そ
れ
ぞ
れ
の
終
点
の

問
、

一
万
八
千
が
に
幅
員
四
M
の
大

幹
線
林
道
を
開
設
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

刊
年
度
ま
で
に
別
又
線
は
延
長
門

千
七
百
五
十
三

M
(幅
員
四

M
)
似

ケ
岳
線
は
延
長
四
千
八
百
二
十
六
M

(師
員
三

・
ぃハ

M
)
が
開
通
し
て
お

り
ま
す
。

乙
の
計
聞
に
よ
り
ま
す
と
、
料
年

度
か
ら
七
か
年
計
闘
で
、
総
仁
費
三

M
W
二
千
四
百
刀
円
を
か
け
て
、
一
附
員

同
M
の
林
道
を
つ
く
る
乙
と
に
な
っ

て
い
ま
す
U

乙
と
し
は
、
州
万
か
ら

工
引
を
は
じ
め
、
あ
わ
せ
て
千
九
十

M
の
林
道
を
一
一
一仁l
.
刀
円
を
投
じ
て
恕

へ懇?怠?容7撃

的のも
なょに
どうた
協なく
力乙ま
をとし
おにく
願み青
いなつ
しさよて皮しみ さ[(11まの口めすくがとや京入よか
まんう、をいず古れ L_も青か、 。な百L生や休り反ら 7
すの 、JL，¥う生か少まか 少ら 7乙 れ活もみま休い月
。積つ身ち活ら年す実る年 「 月のりや胤すはすみよ下
傾ぎとた態正が o1ft国連を夏15たます1Itる、 oVこい旬

議第3種郵便物認可

家
庭
の
日
の
実
践

家
庭
で
は
、

一
家
団
ら
ん
の
時
聞

を
多
く
も
ち
、
籾
子
が
話
し
あ
う
機

会
を
つ
く
る
よ
う
に
つ
と
め
て
く
だ

さ
い
。
と
く
に
第
三
日
曜
日
が

「
家

庭
の
日
」
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

七
か
年
計
画
で

い
よ
い
よ
着
工

ら
十
六
万
六
千
立
方
M
の
木
材
が
出

さ
れ
、
森
林
資
源
の
開
発
に
大
き
な

役
割
り
を
果
し
ま
す
。
ま
た
、
制
ケ

日
(
標
高
一

、
八
五
五

M
)
の
中
腹

を
通
る
観
先
道
路
と
し
て
も
一
限
、

脚
先
を
浴
び
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

大幹線林道開設計 UllI
い き勤 11I _. I もば てでりにも念 かぷ
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暑
さ
に
負
け
な
い
生
活
設
計

乙
の
則
聞
は
、
生
活
が
乱
れ
や
す

い
の
で
、
家
低
に
お
い
て
、
お
と
な

向
a

川
河
も
そ
の
盗
勢
を
正
し
、
地
域
ぐ

る
み
で
、
あ
た
た
か
い
指
導
を
行
な

い
、
背
少
年
に
'け
お
あ
る
生
活
を
さ

せ
る
よ
う
に
す
る
。

非
行
事
故
の
防
止

学
校
牛
市
か
ら
の
僻
欣
、

一%
の
ゆ

る
み
、
自
由
時
間
の
増
加
か
ら
詐

行
、
事
故
が
急
憎
し
ま
す
。
お
と
な

の
配
胤
に
よ

っ
て
、
背
少

平
主
却
が
止

j

l

J
'
J

i

 

h
・
J
J
レ

l
レ

ノ
，b
d

U

/

/

を
ま
も
る
よ

う
指
諒
し
て

く
だ
さ
い
。

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

ー

7
月

中

|

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
7
月

1
円
か
ら
一
か
月
間
、
全
国
い
っ
せ

い
に
行
な
わ
れ
ま
す
。

乙
と
し
の
軍
点
目
標
は

一4
青
少
年

の
非
行
防
止
と
社
会

的
連
市
の
強

他
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
月
以
近
の
産

業
経
済
の
発
展
と
位
速
な
交
通
機
関

の
発
達
な
ど
に
よ
り
、
犯
罪
や
非
行

は
広
峨
化
し
、
い
ま
ま
で
の
地
域
社

会
に
お
け
る
社
会
的
連
帯
に
悪
い
影

轡
を
与
え
て
お
り
ま
す
。

お
圧
い
に
社
会
連
情
意
識
の
向
上

に
つ
と
め
、
と
く
に
青
少
年
の
犯
罪

や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
く

よ
う
、
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ど
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

危

険

で

す

か

ら

ご
み
収
集
車
に
近
寄
ら
な
い
よ
う
に

ご
み
収
集
車
は
、
週
二
阿
み
な
さ

ん
の
町
内
を
ま
わ
っ
て
ご
み
集
め
を

し
て
お
り
ま
す
が
、
車
が
き
た
と
き

市
の
清
帰
作
業
員
に
仕
事
を
ま
か
せ

一
般
市
民
の
人
は
危
険
で
す
か
ら
市

に
近
寄
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と
に
ど

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

V
ど
み
の
中
に
‘
ガ
ラ
ス
や
ト
タ
ン
片
な

ど
入
れ
て
お
き
ま
す
と
、
作
業
員
が

け
が
を
し
ま
ず
か
ら
混
入
し
な
い
で

八
(さ兄県の教に七 る蛮力生異は聞を こ |よれよま外 感 と痢しすにいよ便腹がくつが発いtと
受写れや内面室一人市も 、を活常 、設 6市 と |ったりた界忠 染 き程軽 0 なうお意とまなぎ悪熱で V なこ
け真て関で接へ回の内の生十がのは 日で 大 |てり食はに者 経 も度いしり状すをいじりにくし 5Ii.~ 赤るれ

斜は2計 二男子雲分E25左目 京5i雲422碍料て下かま態ともぞ日前ぷ悦2
童語すかデをてτ躍小 口対発さにこし大と 学 JA|した付や商関 まし e一一一一一一1 、こもが、時し感病 9
)情。ら/レ受経=害 中 象開れ、と弓 lilJば 校 Jロ |ま 、着ゴが者 すか 1mの粘は|止問て染に月
療 そ教け塚両児学 にで 、学ば乙小の 内療 |す水しキよの 0 も | 事 |使|時被じいの 、管赤に
教 の室て、聞が校 ひき本習のの学治 に教 |。 をてプご紫 [1~ 亦 |後期あまたうだー痢 か
成とお花 、ーか らな来や同 校療 関 -:;;' 1 飲、リれ似 般 | ー |まにるりりちる ?~~ け

で 果しり沢乙週ら かいの社告教内教 設主 | む口のたと が | 痢 |たはい 、しにく七がて
指 がてま先の1m十 れ児能会や室に室 | こに媒手 t で | ま rJ'.J じしは腹ま気な日あ最
導 JJJJ 、す生 | と運介指も な |ず の |きぶ血もす持りぐり盛
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i洗 予 | ・・ ・八
さ旋て赤軽が下べ食 |ぃ |くハさあんつ赤 合ま予
いいい掠IJく 、痢るべ | 匹1- 1 みエいとをき痢 、ず 防
。 、ま 菌なもす 0 も | を Wゴ |取、 。逆つま闘う手 V
医すはつしる の |励 |りネ 性かすはすを
師 。死た赤と は | ー |口ズ 石いか t;L~いき
の下械と痢抗 な |イ丁 |の ミ け、らを紙れ
診痢ししで性 る 1 1 密の んで流と数い
祭をなてあ剤 ベ | ー i 間 話料 をいれお十に
をしいもれが く 、|徐 使ねるし枚 11
うたで 、ば使加 ・ 流 用い水てを下
けら排腹薬わ 熱飲なる金窓洗水 しにで、重痢
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口

事

業

資-圃や

、ー

市
で
は
、
小
規
脱
出
業
者
を
対
象

に
小
口
事
業
資
金
を
あ
っ
肱
し
て
い

ま
す
。
融
資
を
受
け
た
い
人
は
、
市

役
所
・
問
工
水
産
諜
へ
お
巾
し
込
み
く

だ
さ
い
。

マ
対
象
H
原
則
と
し
て
市
内
に
一
年
以

t
同

一
の
事
業
を
引
き
続
き
営
む
も

の
マ
貸
付
金
額
と
期
間

市
民
の
体
力
づ

一

く
り
の

一
環
と
し

一

て
行
な

っ
て
お
り

一

ま
す
歩
乙
う
会
は

一

た
い
へ
ん
好
評
を

一

得
て
お
り
ま
す
。

6
月
実
施
し
た

松
倉
城
雌
行
き
は

晴
天
に
め
ぐ
ま
れ

五
十
名
余
り
の
参

加
者
が
テ
レ
ビ
ド

ラ
マ
「
天
と
地
」
で
脚
光
を
あ
び
て

い
る
城
祉
の
展
望
や
地
形
に
往
時
の

武
将
の
姿
を
し
の
び
、

有
意
義
な
一

日
を
す
と
し
ま
し
た
。

7
月
の
歩
乙
う
会
は
、

6
日
(
日
)

電
鉄
魚
津
駅
午
前
9
時
発
の
東
成
行

き
の
パ
ス
に
来
中
し
、
東
蹴
l
片
岡
〈

第
二
発
電
所
聞
を
往
復
し
ま
す
。
新

緑
と
清
流
と
静
肢
の
自
然
を
散
策
し

な
が
ら
体
力
づ
く
り
に
役
立
て
ま
し

ょ
う
。
参
加
希
望
者
は
、
午
前
8
時

日
分
ご
ろ
ま
で
.
電
鉄
魚
津
駅
前
へ
中

食
を
お
持
ち
の
う
え
、
お
集
ま
り
く

だ
さ
い
。

歩

6日片 貝方面へ

β、
A つ

ち.. 

7
月
加
日
か
ら
選
挙
法
が
改
正
さ

れ
て
次
の
よ
う
な
点
が
変
わ
り
ま

す
。

ー

!

V

住
民
基
本
内
帳
に
三
か
月
以
上
記
録

開
園
喝

さ
れ
て
い
る
人
は
、
信
年
9
月
l
H

府

相

刊

の
定
時
援
対
お
よ
び
選
挙
附
登
録
に

一
一
一
「
町

市
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
職
権
で
登

J
E
E

録
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

一

ま
す
。

く
だ
さ
い
o

V
新
し
く
二
十
誠
に
な
っ
た
人
が
住
民

V
魚
、
骨
、
厨
芥
類
は
、
焼
却
能
力
が
基
本
台
帳
に
訓
録
さ
れ
て
い
れ
ば
、

低
下
し
ま
す
の
で
、
水
気
を
と
り
ポ
自
動
的
に
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

リ
袋
な
ど
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

ま
す
o

v練
炭
、
タ
ド
ン
な
ど
の
燃
え
か
す
は

一
V
市
外
か
ら
転
入
し
て
き
た
人
が
、
市

一

入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

一

氏
課
の
窓
口
で
、
転
入
届
け
を
す
ま

一

V
ポ
リ
容
器
は
、
約
れ
な

い

よ

う

氏

に

せ

、
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
た

紙
な
ど
を
放
き
、
フ
タ
は
必
ず
し
て
日
(
届
け
日
)
か
ら
引
き
続
き
三
か

'

く

だ

さ

い

。

月

以

上

た

っ

て

、
読
鉛
の
時
期
が
く

一

V
河
川
な
ど
へ
と
み
は
捨
て
な
い
で
く

一

れ
ば
、
自
動
的
に
選
弔
人
名
簿
に
登

一

だ
さ
い口

一

録
さ
れ
ま
す
。

一
V
こ
こ
で
い
ち
ば
ん
注
ぃ
怠
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
と
は
、
い
ま
ま
で
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
た
人
で
も
、

住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
な

い
と
、
7
月
別
日
に
選
挙
人
名
簿
か

ら
抹
消
さ
れ
ま
す
か
ら
、
そ
の
よ
う

な
人
は
、
す
ぐ
市
民
課
の
窓
ハ
へ
お

申
し
出
く
だ
さ
い
c

八
日
曜
日
の
当
番
医

V

V
6
日
日

(毘
)末
広
町
平
井
病
院
①

0
8
8
8
(佼
)
北
鬼
江
福
田
病
院
①

3
9
8
6

V
は
日
リ

(E
)経
出
西

町
明
野
医
院
①
1
1
1
2
(夜
)
本
江

油
田
病
院
①
5
0
5
3

v
m
日
H

(
民
)
本
江
越
野
医
院
①
0
8
4
0

(
夜
)
江
口
魚
津
神
経
サ
ナ
ト
リ
ユ

l

ム
①
3
4
8
6
V
U
日
リ
(
岱
)
大

町
船
崎
医
院
①
3
9
1
2
(夜
)
中
央

通
り
二
丁
目
桝
崎
医
院
①
0
3
9
9 利金

の
用

を

-
出
転
資
金
は

一
中
業
者
三
十
万
円
ま

で
、
的
還
期
間
は
一
年
以
内

・
設
的
資
金
は

一
部
業
者
五
十
万
円
ま

で
、
伯
巡
則
間
は
二
年
以
内

マ
確
尖
な
連
帯
保
証
人
二
人
以
上
必
必

で
す
。

マ
利
率
は
日
歩
二
銭
二
州、

一一
い
則
保
証

料
は
日
歩
二
回
五
毛

火
災
復
興
区
犠
内

換
地
処
介
に
よ
る

登

記

終

わ

る

火
災
復
興
土
地
区
間
艦
砲
事
業
の

換
地
処
分
に
よ
る
土
地
の
登
記
を
す

す
め
る
た
め
、

5
月
1
日
か
ら
火
災

復
興
区
域
内
の
土
地
に
つ
い
て
い

っ

さ
い
の
登
記
が
停
止
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
6
月
加
日
で
完
了
し

た
旨
、
宿
山
地
方
法
務
尉
魚
津
支
局

か
ら
迎
絡
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
こ

れ
か
ら
は
、

一
般
の
土
地
の
説
記
が

で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

¥
V
j
レ
L
U
宅
に
も

ミ

ミ

郵

便

受

箱

を

郵
便
を
安
全
確
実
に

受
け
と
る
た
め
に

マ
・:
郵
便
局
で
は
、
郵
便
受
加
を
と
り

つ
け
て
い
た
だ
く
迎
動
を
す
す
め
て

お
り
ま
す
。
ご
希
望
の
人
は
、
郵
便

局
、
郵
便
局
外
務
員
、
切
手
売
り
さ

ば
き
所
、
ま
た
は
区
長
さ
ん
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

マ
・・・

5
月
1
日
か
ら
新
し
い
住
居
表
示

が
実
施
さ
れ
た
町
内
の
人
は
、
さ
き

に
配
布
さ
れ
た
住
居
番
号
変
更
通
知

の
無
料
は
が
き
を
翻
せ
き
や
知
人
、

取
引
先
へ
早
く
お
出
し
く
だ
さ
い
。

貯
蓄
プ
ラ
ン
に

郵

便

貯

金

を

郵
使
貯
金
は
利
子
が
安
い
か
ら
:
・

と
お
っ
し
ゃ
る
人
が
あ
り
ま
す
が
、

と
ん
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
最
近
は
、

全
国
の
み
な
さ
ん
か
ら
、
た
い
へ
ん

と
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

そ
の
わ
け
は
、
郵
便
貯
金
の
利
子

が
高
く
、
手
軽
る
に
利
用
で
き
、
し

か
も
い
っ
さ
い
税
金
が
か
か
ら
な
い

か
ら
で
し
ょ
う
。

あ
な
た
の
貯
蓄
プ
ラ
ン
も
ぜ
ひ
安

全
、
有
利
な
郵
似
貯
金
に
お
き
め
く

だ
さ
い
。

(
魚
津
郵
使
局
)

寄

付

マ
一
万
円
H
中
央
通
り
一
一
丁
目
住
凶

与

之

マ

一
万
円
日
大
光
寺
刷
内
幹

夫

マ

一
万
円
H
本
江
松
島
む
ら

マ

一
万
円
H
新
金
屋
二
丁
日
間
休
侃

マ

一
万
円
リ
大
光
寺
小
林
泊
治

マ

五
千
円
H
弥
源
寺
山
間
太
一
マ
五

千
円
H
続
出
凶
町
寺
内
一
世
有
エ
門

マ
五
千
円
H
並
木
町
竹
沢
彦
.4

マ

三
千
円
H
櫛
枕
伊
東
久
万

マ一
一一
千

円
日
大
悔
守
新
大
沢
政
信

(以
上

番
拠
返
し
の
一
郎
を
)

マ

一
万
円

H
m
H町
有
限
会
社
ユ
こ

い
す
れ
も
社
会
福
祉
屡
護
金
と
し
て

寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
東
京
都
大
印
区
北
椛
谷
町

株
式
会
社
東
京
発
条
製
作
所
荒
井
義

正
さ
ん
は
、
同
社
会
長
荒
井
政
一
氏

戸
餌
指
町
出
身
)
の
死
去
に
と
も
な

う
香
典
返
し
と
し
て
市
の
児
童
福
祉

施
設
へ
四
十
五
万
円
寄
付
さ
れ
ま
し

た。地

鉄

駅

で

国
鉄
経
由
の
荷
物
な
ど
は

取
り
扱
い
ま
せ
ん

白
山
地
万
鉄
道
で
は
、
6
月
l
日

か
ら
国
鉄
と
の
連
絡
迎
愉
の
取
り
掛

い
を
脆
比
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
.
閲
魚
津
駅
、
電
鉄
魚
津

駅
、
魚
津
駅
(
地
鉄
)
、
続
出
駅
で
の

国
鉄
駅
を
経
由
す
る
小
口
抜
い
の
貨

物
、
荷
物
、

手
荷
物
、
小
初
物
の
先
送

や
到
着
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

し
た
が
っ
て
、
小
U
披
い
の
貨
物

荷
物
は
日
本
通
運
へ
、
そ
の
ほ
か
の

荷
物
は
、
国
鉄
魚
津
駅

へ
位
協
以
持
参

し
て
、
発
送
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。ま
た
、
国
鉄
連
絡
来
臨
み
も
地
鉄

駅
で
発
売
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
社
線

か
ら
の
来
換
駅
で
購
入
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
社
線
内
の
小
川
扱
い
の

貨
物
荷
物
を
除
く
手
小
荷
物
は
、
氾

鉄
富
山
駅
、
宇
奈
月
駅
、
千
万
ケ
原

駅
間
は
い
ま
ま
で
通
り
取
り
披
い
し

て
い
ま
す
。

(電
鉄
魚
津
駅
)

富
山
放
送

戸

く

ら

べ

腕

く

ら

べ

、
局
で
は
、
『
声

子
ど
も
音
楽
会
5
日

く
ら
ベ
腕
く

ら
べ
子
ど
も
音
楽
会
」
の
公
開
放
送

を
7
月
5
日
(
土
)
午
後
2
時
か
ら

大
町
小
学
校
で
開
催
し
ま
す
。
乙
の

棋
織
は
翌
日
、
ラ
ジ
オ
第
一
放
送
午

前
川
時
加
分
か
ら
全
閏
放
送
さ
れ
ま

す。

N
H
K
が
3

月
末
で
調
べ
た

県
内
の
テ
レ
ビ
普
及
状
削
は
、
普
通

契
約
八
六

・
九
折
、
カ
ラ
l
九

・
一

が
れ
と
な

っ
て
い
ま
す
。
魚
津
市
で

は
、
普
通
契
約
九

一
・
八
切れ
、
カ
ラ

ー
九

・
九
許
と
な
っ
て
い
ま
す
。

テ
レ
ビ
普
及
状
況


